
招 請
令
和
元
年

月

日
月
曜
日

(号
外
政
府
調
達
第


号
)

官
報

なお、この場合において、７１）の認定を
受けていない構成員が当該工事に係る開札の時
までに７１）の認定を受けていないとき並び
に当該認定を受けたものの認定の際に算定した
経営事項評価点数が７２）の条件に満たない
とき又は７１）の一般競争参加資格がないと
の認定（７１）の四国地方整備局長が別に定
める手続における一般競争参加資格がないとの
認定を含む。）を受けたときは、特定建設工事共
同企業体としての資格がないと認定する。
また、当該工事の開札の時までに、構成員が
７１）の認定を受けるための審査並びに特定
建設工事共同企業体としての資格の審査が終了
せず、競争に参加できないことがある。
９ 資格審査結果の通知
「一般競争参加資格認定通知書」により通知
する。
10 資格の有効期間
特定建設工事共同企業体としての資格の認定
の日から当該工事の完成する日までとする。
ただし、当該工事に係る契約の相手方以外の者
にあっては、当該工事に係る契約が締結される
日までとする。
11 その他
 特定建設工事共同企業体の名称は、「令和
元４年度 横断道羽ノ浦トンネル工事〇
〇・〇〇特定建設工事共同企業体」及び「令
和元３年度 越知道路新今成トンネル工
事」とする。
 当該工事に係る競争に参加するためには、
開札の時において、特定建設工事共同企業体
としての資格認定を受け、かつ、当該工事の
「入札公告（建設工事）」に示すところにより
競争参加資格の確認を受けていなければなら
ない。
 「令和元４年度 横断道羽ノ浦トンネル
工事」【Ａ】及び「令和元３年度 越知道路
新今成トンネル工事」【Ｂ】は一括して公告し、
審査を実施する試行対象工事であるため、特
定建設工事共同企業体としての資格を得るた
めの申請は、当該対象工事のすべてにそれぞ
れ申請を行わなければならない。

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和元年９月２日

国立大学法人金沢大学長 山崎 光悦
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 17
〇第１号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 放射線治療システ
ム 一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 令和２年度３月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 医療用リニアックシステム
ａ 全身照射が可能であること。
ｂ 強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）、画
像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）、定位放
射線治療（ＳＲＴ）、体幹部定位放射線
治療（ＳＢＲＴ）に対応する高精度放射
線治療が可能であること。
ｃ 呼吸同期照射が可能であること。
Ｂ 治療計画システム
ａ 呼吸性移動臓器の位置確認が可能な装
置であること。
ｂ ＩＭＲＴに対応する放射線治療計画装
置であること｡

Ｃ 病院情報システム（ＨＩＳ）、放射線情
報システム（ＲＩＳ）、画像情報システム
（ＰＡＣＳ）と連携可能な放射線治療シス
テムを有すること。
Ｄ 品質管理システムを有すること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和元年10月18日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒9208641 金沢市宝町13１
金沢大学病院部経営管理課調達管理係長 大
熊 賢一 電話0762652067

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和元年９月２日から令和元年
10月18日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
５ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Radiation Therapy System 1

Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ Medical linear accelerator system

ａ Whole body irradiation is possible.

ｂ Intensity modulated radiation the‑

rapy (IMRT), image‑guided radiation

therapy (IGRT), Stereotactic radiot‑

herapy (SRT), and stereotactic ra‑

diotherapy (SRBT), it is capable of

high‑precision radiotherapy.

ｃ It is possible to perform respiratory

synchronized irradiation.

Ｂ Radiotherapy treatment planning sys‑

tem

ａ It should be a device that can con‑

firm the position of respiratory moving

organs.

ｂ It is radiation therapy planning sys‑

tem corresponding to IMRT.

Ｃ Hospital information system (HIS), ra‑

diology information system (RIS), Picture

archiving and communication system

(PACS), and to have a linkage capable ra‑

diotherapy information system.

Ｄ Includes a quality control system.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 18 October, 2019

 Contact point for the notice : Ken‑ichi

Okuma, Procurement management Section,

Hospital Management Division, Hospital

Department, Kanazawa University, 131
Takara‑machi Kanazawa‑shi 9208641 Ja‑
pan, TEL 0762652067

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和元年９月２日

国立大学法人徳島大学長 野地 澄晴
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 36
〇第３号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 病院情報統合スト
レージシステム 一式
 調達方法 借入
 導入予定時期 令和２年度１月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 本院が運用する全ての医療情報システム
のストレージを、水平統合し得ること。
Ｂ 現行の病院情報システム、及び本院が別
途調達する統合画像診断管理システムと接
続かつ連携し、医療情報を運用すること。
Ｃ 病院業務における医療情報の活用に必要
な医療情報の保管・運用やストレージ管理
等の作業を行えること。
Ｄ 予測される運用終了までのデータ容量需
要に対応し、必要なデータ容量を拡充し続
け得ること。
Ｅ 法的保存義務期間を超えて医療情報を安
全に保管し、高速に参照及び書込みができ
ること。
Ｆ 業務を高度に支援するため，最新の性能，
機能及び技術を導入すること。
Ｇ 運用期間中、システム停止することなく
稼働できること。また、停止せずシステム
のメンテナンスが行えること。
Ｈ 本システムは、病院情報システム、及び
統合画像診断管理システムと連携した保守
管理体制を確保し、障害の予兆を検知し保
守ができること。また、万一の障害発生に
備え、診療業務が停止しないよう直ちに復
旧できるような体制を整えること。
Ｉ 高度なセキュリティを確保した上で，シ
ステムのリモートメンテナンスを行うこ
と。
Ｊ 供される製品のバージョンアップ等に対
応し、常に本システムの状態を最新に保つ
こと。


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